
令和７年１２月市議会定例会議案概要説明 
 
令和７年 12 月市議会定例会につきましては、12 月２日に招集するこ

とで、11 月 25 日に告示を行いました。 
なお、12 月市議会定例会では、甲議案 20 件、乙議案４件、報告２件の

合計 26 件についてご審議をお願いすることとしております。 
 
また、12 月補正予算につきましては、 

・ 新たな鳥栖まちづくり推進センター、実施設計へ 
・ 地域の活力を生むプロスポーツチームへの支援や環境整備 
・ こども・子育て支援を強化、さらなる支援充実へ 
など、一般会計で約９億１千万円の補正予算となります。 

 
それでは、令和７年度 12 月補正予算及び条例議案の概要について、ご

説明いたします。 

 
第７次鳥栖市総合計画において、とくに私の公約との親和性が高い事

業を「重点戦略」として位置付け、「７つの柱」で分類しておりますが、
今回の補正予算につきましては、そのうちの「４つの柱」に該当する予算



及び条例を提案いたしました。 
まず、ひとつ目の柱「市⺠と環境にやさしい都市づくり」でございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『鳥栖まちづくり推進センター整備事業』につきましては、新たな鳥栖

まちづくり推進センターの整備に向け、予定どおり、今回、実施設計と敷
地周辺整備設計を行うものです。 

今後もスケジュールに沿って着実に進めてまいります。 
 

次に、ふたつ目の柱「くらしに活力と豊かさを感じる都市づくり」でご
ざいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



企業版ふるさと納税でいただきました寄附の活用事業といたしまして、 
『地域交流推進事業』『サガン鳥栖Ｕ-１５活動環境整備支援事業』 
『スタジアム周辺防災照明灯設置等事業』を行います。 
 
『地域交流推進事業』につきましては、J リーグが 2026−2027 シーズ

ンから秋春シーズンに移行することに伴いまして、2026 年 2 月から 6 月
までの間に開催される特別大会につきましても、レギュラーシーズン同
様に、冠試合の開催など支援を行うものです。 

 
『スタジアム周辺防災照明灯設置等事業』につきましては、スタジアム

周辺に太陽光で充電する LED 照明灯を追加で設置し、ホームゲームの際
の明るさ不足の解消や、停電が発生した際にも独立して照らせますので、
災害等の際の照明の確保につながるものと期待しています。 

あわせて、老朽化が進んでいるスタジアム周辺の既設の照明につきま
しても LED 照明に改修してまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
『鳥栖市まち・ひと・しごと創生推進基金条例』でございますが、企業

版ふるさと納税制度によりいただきます寄附金を柔軟に活用していくた



めには、当該目的に使途を限定する専用の基金を準備する必要がありま
すことから、創設するものでございます。 

8000 万円という金額につきましては、今年度いただきました寄付金に
より縮減を図ることができました市の一般財源の総額を参考にしたもの
でございます。 

 
３つ目の柱となります「子育て支援と学校教育が充実した都市づくり」

でございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『養育費確保支援事業』につきましては、離婚されたひとり親家庭の養

育費の確保ついて、公正証書の作成や家庭裁判所の調停申し立てにかか
る費用を補助する国の制度に取り組むものです。 

そのほかにも、国の支援メニューにあるもので本市において取り組め
ていない事業等がございますので、必要性やニーズを精査し、こども・子
育て支援のさらなる強化に繋げてまいります。 
 

 
 
 



最後に、「命が守られ、安全・安心して暮らせる都市づくり」でござい
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『急傾斜地崩壊防止工事に係る分担金徴収条例の一部改正』につきま

しては、近年の豪雨等により激甚化する災害から生命を守るため、分担金
を軽減し、住⺠の皆様が対策工事などに取り組みやすくするものです。 

現行制度では、県が工事を行う場合、総事業費の 10％を住⺠の⽅にご
負担いただく仕組みでございますので、大規模な対策工事が必要な場合
など、ケースによっては高額な負担になることが想定されますことから、
「対象⼾数×200 万円」をご負担いただく額の上限とする改正を行うも
のでございます。 

以上が、12 月補正予算の主な内容となりますが、今回、９億 1215 万
4000 円を補正し、補正後の一般会計予算額は 370 億 7780 万 7000 円と
なります。 
 


